
 

 

 

    秋の読書週間  「いつだって 読書日和」 

10月 27日～11月 9日（文化の日を中心にした２週間）は秋の読書週間です。学校図書館でも読

書週間を楽しむ企画を用意しています。皆さんも学校図書館に足を運び、読書の秋を堪能しましょ

う。 

 

 

 

「育てよう豊かな心読書から」 第５４回「青少年によい本をすすめる県民運動」が始まりました。 

 選定図書（学校図書館にあります）の中から､好きな本を読んでハガキに感想を書こう！選考により図

書カードがもらえます！ 応募ハガキは図書館にて配布しています。職員室前の掲示板､及び図書館内

のチラシ・ポスターも参考にしてください。 

学校からまとめて送付しますので、1０月２３日（金）までに、図書館に提出してください。 

 

中学生・高校生向け選定図書  

『六千人の命を救え！外交官・杉原千畝』  白石 仁章 

あなたにとって、英雄とは誰でしょうか？または、どのような人が英雄だと思いますか？この本の著者 

にとって英雄とは、昭和初期に外交官を務めた杉原千畝だといいます。 

第二次世界大戦中の 1940年、リトアニア領事代理をしていた杉原千畝は、およそ六千人のユ 

ダヤ人に日本通過ビザ「命のビザ」を発給し、死の淵にあった人々を救いました。しかしそれは当時の 

外務省上層部の命令に背いた決断で、後にどのような処罰があるかわかりませんでした。また、ビザ 

を待つ人は連日の行列で、杉原は食事や寝る時間を惜しんでビザを発給したといいます。 

歴史上には、源義経、武田信玄、織田信長など、英雄といわれる人たちが大勢いますが、彼らと杉原千畝は根本的

に違います。いったい何が違うと思いますか？ 誤解を恐れず言えば、多くの英雄たちは人を殺して英雄となりました。しか

し、杉原千畝は人の命を救って英雄になったのです。当時の国際情勢から一人一人の物語まで杉原千畝をめぐる物語

はあなたに勇気を与えてくれるでしょう。 

『伝説のエンドーくん』   まはら 三桃  

学校内のあちこちで見つける落書き「エンドーくん」。エンド－くんは緑山中の卒業生で、成績優秀、 

スポーツ万能、性格はやさしく強く、正義感があって･･･そのうえ、めっちゃイケメンで背も高く、男子から 

も女子からも人気があった。 

創立 99周年を迎えた市立緑山中学校の職員室を舞台に、14歳という繊細で多感な年齢の 

子どもたちと日々真剣に向きあう中学 2年担任教師たちの姿を描く。伝説のヒーローとして代々語りつがれる「エンドーく

ん」が、なぜ伝説になったのか？ その秘密が、創立 100周年記念式典で明かされる。“教師が主人公”のまったく新しい

学園物語、ここに誕生!!  

先生だって、生徒と同じように、毎日悩みながら、でも日々少しずつ前に進んでいる――。 

 

青年向け選定図書 

『ハケンアニメ』   辻村 深月 

タイトルになっている「ハケンアニメ」とは、そのクールで作られたたくさんのアニメの中でもっとも成功 

したアニメに贈られる言葉で、アニメファンの間でよく使われている言葉。 

伝説の天才アニメ監督・王子千晴が、9年ぶりに挑む『運命戦線リデルライト』。同じクールには、 

期待の新人監督・斎藤瞳と次々にヒットを飛ばすプロデューサー・行城理が組む『サウンドバック 奏 

の石』もオンエアされる。ハケンをとるのは、はたしてどっち? そこに絡むのはネットで話題のアニメーター・ 

並澤和奈、舞台探訪で観光の活性化を期待する公務員・宗森周平……。ふたつの番組を巡り、 

誰かの熱意が、各人の思惑が、次から次へと謎を呼び新たな事件を起こす！ 

アニメ好き、ハッピーエンド好きの人にはぴったりの、あなたを元気にしてくれる熱血お仕事小説。 

『おとなの教養 私たちはどこから来て、どこへ行くのか？』   池上 彰 

「教養を身につけよう」 そんな言葉を耳にしたことはありませんか？では、教養とはいったい何な 

のか考えたことがあるでしょうか？教養(一般教養)は英語でリベラル・アーツといい、リベラル＝自由、 

アーツ＝技術・学問・芸術を意味します。だから、リベラル・アーツとは「人を自由にする学問」というこ 

とです。あなたを悩ませる様々な偏見や束縛から逃れ、自由な発想や思考を展開していくことができ 

る、その手段こそ「教養を身につける」ことです。 

かつてヨーロッパでは、教養人が身につけておくべき「自由七科（リベラルアーツ）」という科目がありました。池上彰さん

が選んだ現代日本人が学ぶべき「自由七科」とは、①「宗教」②「宇宙」③「人類の旅路」④「人間と病気」⑤「経済学」

⑥「歴史」⑦「日本と日本人」。この七科を貫くのは、「自分がどういう存在なのか」を考えようとする問題意識です。自分

はどこから来て、どこに行こうとしているのか。この場合の「自分」とは、文字通りの自分のことでもあるし、日本人あるいは人

類のことでもあります。 

「すぐ役に立つことは、すぐ役に立たなくなる。」 あなたも、いつかこの言葉の意味がわかるでしょう。 

  

 

 10月 27日（火）から 11月 9日（月）までの秋の読書週間中に、本を借りた人にしおりをプレゼントします。

また、この期間中は本を３冊借りることができます。 

 

 

募集期間：10 月 19 日（月）～11 月 13 日（金）まで 

学校図書館で借りた本(マンガ・マンガの小説版は除きます.)を読んで心に残った一行(３行以内なら可)を

募集します。応募用紙は学校図書館にあります。応募作品は図書館に掲示します。反響の大きかった作品

は「らいぶらりい 12月号」で発表します。応募者には 3冊券をプレゼントします。 

  

 

募集期間：10月 13日（火）～11月 4日（水）   投票期間：10月 26日（月）～11月 13日（金） 

学校図書館で応募用紙をもらってください。応募作品は図書館に掲示し、人気投票を行います。応募作品

は実際にしおりを作成し、希望者にプレゼントします。3位以上に入選した応募者にはラミネート加工した、し

 

らいぶらりい 10月号 

 

平成 27年 10月 6日（火） 

豊明中学校 学校図書館 



おりをプレゼントします。また、応募者には 3冊券をプレゼントします。 


